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環境問題を考える夏休み

のために
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「
バ
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σ

∫
ξ
レ
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痛

．
吋
「

／

，
蚤

　
客

　
時
間
が
自
由
に
使
え
る
夏
休

み
。
身
近
な
自
然
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
施

設
・
イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け
て
、
自

分
の
目
で
見
て
手
に
ふ
れ
な
が
ら

感
じ
た
り
考
え
た
り
す
る
の
に
絶

好
の
機
会
で
す
。
今
月
は
『
環
境

問
題
を
考
え
る
夏
休
み
』
の
た
め

の
、
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
版
ガ

イ
ド
を
お
届
け
し
ま
す
。

＾　〆鶴
見
周
辺
濃
ー
ス

●
東
京
ガ
ス

　
　
　
　
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館

鶴
見
駅
か
ら
バ
ス
で
1
5
分
。
天
空

に
浮
か
ぶ
船
の
よ
う
な
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
館
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ

こ
は
、
身
近
な
生
活
環
境
か
ら
地

球
規
模
の
環
境
ま
で
、
子
ど
も
た

ち
が
（
も
ち
ろ
ん
お
と
な
も
）
自

分
の
手
で
展
示
に
ふ
れ
て
参
加
し

な
が
ら
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
を

深
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
2
階
の
情
報
セ

ン
タ
ー
で
は
充
実
し
た
資
料
や
図

ζ釧，，　α
　ζ＝＝コ《ツ

書
、
映
像
・
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

て
、
環
境
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
館
内
利
用
の
み
）
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
で
は
、
夏
休

み
に
向
け
て
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

▼
『
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
』
仁
よ

る
特
別
プ
日
グ
ラ
ム

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
は
、
環
境
問
題

の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
つ
い
て
子
ど
も

が
知
っ
た
り
体
験
し
た
り
す
る
た
め
の

橋
渡
し
役
。

・
ワ
ン
ダ
ー
シ
ッ
プ
調
査
隊
　
風

■

力
や
太
陽
光
を
利
用
し
た
発
電

や
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
の
電
気

の
ほ
と
ん
ど
を
発
電
し
て
い
る
燃

料
電
池
な
ど
、
館
内
の
あ
ち
こ
ち

に
隠
さ
れ
た
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と

一
緒
に
調
査
し
ま
す
。

8
月
4
日
（
土
）
～
1
9
日
（
日
）
1
日
1

回
（
時
間
未
定
）
小
学
4
年
生
以
上

・
科
学
戦
隊
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

キ
ャ
ベ
ツ
で
発
電
し
た
り
、
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
い
う
氷
を
燃

や
し
て
み
た
り
、
環
境
に
関
わ
る

最
先
端
の
未
来
技
術
を
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
が
紹
介
し
ま
す
。

8
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
　
1
日
4
回

・
み
ん
な
も
生
き
物
博
士
　
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
と
も
に
屋
上
の

ビ
オ
ト
ー
プ
に
い
る
生
き
物
の
調

査
を
し
ま
す
。

8
月
1
0
日
（
金
）
・
π
日
（
金
）
1
3
時
3
0
分

～
1
4
時

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

夏
休
み
の
間
、
5
階
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ル
ー
ム
で
は
、
『
ぼ
く
ら
の
科
学
研
究

所
』
と
称
し
て
、
科
学
を
テ
ー
マ
に
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
連
日
開
催
し
ま
す
。

当
日
開
始
時
間
の
1
5
分
前
に
整
理
券
を

配
布
。

・
び
っ
く
り
石
け
ん
大
発
見
　
見

た
目
に
は
同
じ
石
け
ん
と
洗
剤
の

違
い
を
い
ろ
い
ろ
な
実
験
を
し
な

が
ら
調
べ
て
い
き
ま
す
。

7
月
2
0
日
（
金
・
祝
）
一
8
月
5
日
（
日
）

10
桙
R
0
分
～
1
1
時
3
0
分
小
学
校
3
年 リサイクルデザインホームページhttρ；〃www．recycledesign．or．jp★Eメールmail＠recycledesign，or．jp1



・
、
灘
藩

　
睦
　
簑
羅纒

以
上
2
0
名
ま
で

・
な
ぞ
の
物
体
ウ
ー
ブ
レ
ッ
ク

な
」
そ
の
物
体
の
正
体
を
み
ん
な
で

解
き
明
か
し
て
い
巻
ま
す
。

8
月
7
日
（
火
）
～
1
9
日
（
日
）
1
3
時

～
・
1
5
時
～
小
学
校
3
年
以
上
2
0
名

ま
で
　
そ
れ
行
け
カ
イ
ケ
ツ
風
々
マ

ン
！
　
風
力
発
電
を
テ
ー
マ
に
風

車
の
模
型
を
使
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

8
月
2
1
日
（
火
）
～
9
月
2
日
（
日
）
1
3

時
～
・
1
5
時
～
小
学
校
3
年
以
上
2
0

名
ま
で

東
京
ガ
ス
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
館

横
浜
市
鶴
見
区
末
広
町
1
1
7
1
7

T
E
L
O
4
5
・
5
0
5
．
5
7
0
0

9
時
3
0
分
～
1
7
時
休
み
／
月
曜
・
年
末

年
始
入
館
料
／
無
料
交
通
／
J
R
鶴

見
駅
束
q
か
ら
川
崎
鶴
見
臨
港
バ
ス
鶴

0
8
系
統
「
東
京
ガ
ス
前
」
下
車

酒
肉
　
見
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

続
い
て
、
横
浜
市
の
施
設
鶴
見
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
。
こ
こ
で
は

予
約
し
て
お
け
ば
、
廃
食
用
油
を

利
用
し
た
石
け
ん
作
り
や
、
紙
パ

ッ
ク
を
利
用
し
た
は
が
き
作
り
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
粗
大
ご
み
の
う
ち
再
利
用
で

　
き
る
家
具
類
や
電
話
申
し
込

　
　
み
を
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
不

　
用
品
を
、
格
安
で
販
売
す
る

　
　
『
再
利
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
』

　
　
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
第
1
日

　
　
曜
日
に
抽
選
を
行
い
ま
す

が
、
倍
率
が
平
均
3
0
倍
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
で
す
。

鶴
見
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

横
浜
市
鶴
見
区
末
広
町
1
－
1
5
－
1
　
．

T
E
L
O
4
5
。
5
2
1
・
0
4
8
0

9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分
休
み
／
月
曜
・

年
末
年
始
J
R
鶴
見
駅
東
ロ
か
ら
川

崎
鶴
見
臨
港
バ
ス
鶴
0
8
系
統
「
ふ

れ
一
ゆ
」
下
車

懸
ふ
れ
…
ゆ

環
境
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
た

っ
ぷ
り
勉
強
し
た
ら
、
環
境
事
業

局
鶴
見
工
場
の
ご
み
焼
却
熱
を
利

用
し
た
温
水
プ
ー
ル
や
流
れ
る

プ
ー
ル
、
ジ
ャ
グ
ジ
：
、
鶴
見
つ

ば
さ
橋
の
眺
め
を
楽
し
め
る
大
浴

場
の
あ
る
「
ふ
れ
一
ゆ
」
へ
。
遊

び
足
り
な
い
子
ど
も
た
ち
は
プ
ー

ル
へ
、
お
と
な
は
お
風
呂
で
ゆ
っ

く
り
疲
れ
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

ふ
れ
一
ゆ

横
浜
市
鶴
見
区
末
広
町
1
纏
1
5
1
2

T
E
L
O
4
5
。
5
2
1
・
1
0
1
0

9
時
～
2
1
時
（
夏
期
）
休
み
／
年
末
年

始
・
施
設
点
検
日

温
水
プ
ー
ル
2
時
間
か
大
浴
場
1
回
の

利
用
料
金
（
か
っ
こ
内
は
両
施
設
を
利

用
し
た
場
合
）
6
0
才
以
上
の
高
齢
者

5
0
0
円
（
8
0
0
円
）
・
お
と
な

8
0
0
円
（
1
4
0
0
円
）
・
子
ど
も

（
3
才
～
中
学
生
）
3
0
0
円
（
4
0
0

円
）J
R
鶴
見
駅
東
口
か
ら
川
崎
鶴
見
臨
港

バ
ス
鶴
0
8
系
統
「
ふ
れ
一
ゆ
」
下
車

森
・
緑
を
知
る
た
め
に

森
や
緑
の
木
々
は
、
酸
素
を
排
出

し
て
二
酸
．
化
炭
素
を
吸
収
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
地

中
に
水
分
を
た
く
わ
え
て
水
害
を

防
い
だ
り
、
川
や
海
に
流
れ
込
む

水
に
含
ま
れ
る
栄
養
分
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
て
魚
や
員
が
暮
ら
し
や

す
い
環
境
を
整
え
た
り
と
い
う
っ

た
役
目
も
果
た
し
て
い
る
の
だ
そ

う
で
す
。

こ
ん
な
森
や
緑
の
こ
と
や
森
が
育

ん
で
い
る
生
物
や
昆
虫
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
た
い
と
き
、
遠
く
ま

で
出
か
け
て
い
か
な
く
て
も
横
浜

市
内
に
森
や
自
然
に
ふ
れ
、
観
察

で
き
る
場
所
が
あ
る
の
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
夏
休
み
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

鍵
嚢
然
観
禦
の
森
・
．

　
　
　
　
　
嚢
然
観
察
セ
ン
タ
…

環
境
庁
の
働
き
か
け
で
全
国
の
大

都
市
圏
に
誕
生
し
た
自
然
観
察
の

森
第
1
号
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
呼
ば

佃。婦。勲卵儲。鋤。樋輝・・鱒樋・齢一価回田輔紳・・融牌輔綿栂・韓・媒曇婦癬卿舗軸佃億鱒醤融騨韓鱗僻鎚曲

■

樋

ノ

滋
藤

難
　
涯
・

の裏：も

絵闘記
年
境
迎
環穣

「

や
セ鞭
Z

　　ノ

＿ノ

／

ラ
◎
〃貌

’
‘

覧

熱
熱

　　

@
　
．
、
鋤
フ

　
今
年
も
小
学
生
の
環
境
絵
日

記
を
募
集
し
ま
す
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
、
「
発
表
－
・
わ
が
家

の
リ
サ
イ
ク
ル
」
「
わ
た
し
の

街
の
資
源
集
団
回
収
」
「
1
0
年

後
の
リ
サ
イ
ク
ル
都
市
よ
こ
は

ま
」
の
3
つ
。
優
秀
作
品
は
、

秋
に
開
催
す
る
予
定
の
「
リ
サ

イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
会
場
で
発
表
し
ま
す
。

O
応
募
方
法
／
用
紙
の
表
と
裏

の
記
入
事
項
を
書
き
入
れ
、
封

筒
に
入
れ
て
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ

イ
ン
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
事

務
所
に
直
接
ご
持
参
い
た
だ
い

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
テ
ー
マ

ー
「
発
表
！
わ
が
家
の
リ
サ
イ

ク
ル
」
…
今
、
わ
が
家
で
取
り

組
ん
で
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
や
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
リ
サ
イ
ク
ル
を
描
く

2
「
わ
た
し
の
街
の
資
源
集
団

回
収
」
…
自
分
の
住
ん
で
い
る

街
で
集
団
回
収
に
参
加
し
た
と

き
の
こ
と
、
そ
の
と
き
気
づ
い

た
こ
と
を
描
く

3
「
1
0
年
後
の
リ
サ
イ
ク
ル
都

市
よ
こ
は
ま
」
…
1
0
年
後
、
自

分
が
お
と
な
に
な
っ
た
と
き
、

横
浜
は
ど
ん
な
リ
サ
イ
ク
ル
都

市
に
な
れ
ば
い
い
か
想
像
も
て

描
く

2月刊リサイクルデザインNo．83200t8



ド
　
　
し
い
鱒

　
…

れ
る
職
員
が
4
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森

を
調
査
・
管
理
し
な
が
ら
、
環
境

教
育
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

・
森
の
ち
び
っ
こ
た
ん
け
ん
隊
「
夏

だ
！
虫
た
ち
が
ま
っ
て
る
ぞ
」

8
月
5
日
（
日
）
1
0
時
～
雨
天
実
施

（
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
）
3
才
以
上
の

未
就
学
児
と
保
護
者
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
3
0
人
弁
当
・
水
筒
・
帽
子

持
参
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
7
月
2
3

日
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
行
事
名
（
「
夏

だ
！
虫
た
ち
が
ま
っ
て
る
ぞ
」
）
・
参
加

者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

号
を
書
い
て
「
自
然
の
森
・
自
然
観
察
セ

ン
タ
ー
」
へ

・
虫
ビ
ン
ゴ
　
森
の
中
で
虫
た
ち

を
探
し
て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
！
申

し
込
み
不
要
で
、
誰
で
も
何
人
で

も
開
催
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

へ
、
婁

謡講
、

ρ

8
月
1
日
目
水
）
～
8
月
3
1
日
（
金
）
1
0

時
～
1
5
時
雨
天
中
止

・
も
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

自
然
観
察
の
森
に
関
わ
る
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
実
際
に
活
動
し
て
い

る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ご
案
内
し
ま

す
。
だ
れ
で
も
何
人
で
も
、
参
加

で
き
ま
す
。

8
月
1
9
日
（
日
）
1
0
時
～
1
2
時
　
雨
天
実

施
　
当
日
直
接
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
へ

（
3
0
分
前
か
ら
受
付
）

親
子
森
あ
そ
び
塾
「
水
辺
の
生
き

物
を
見
よ
う
し
水
の
中
に
は
ど
ん

、
な
生
き
物
が
い
る
の
か
探
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

9
月
8
日
（
土
）
1
0
時
～
1
2
時
雨
天
実

施
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
4
0
人
水
に

濡
れ
て
も
い
い
靴
や
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル

な
ど
の
は
き
も
の
・
タ
オ
ル
・
着
替
え
持

参
往
復
は
が
き
に
、
行
事
名
（
「
水
辺

の
生
き
物
を
見
よ
う
」
）
・
参
加
者
全
員

　
　
　
の
名
前
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

　
　
号
を
書
い
て
申
し
込
み
8
月
2
5

　
　
　
日
必
着
　
応
募
多
数
の
場
合
は

　
　
抽
選

自
然
観
察
の
森

〒
2
4
7
1
0
0
1
3

栄
区
上
郷
町
1
5
6
2
－
1

T
E
L
O
4
5
・
8
9
4
・

7
4
7
4

9
時
～
1
6
時
3
0
分
休
み
／
月
曜

京
急
金
沢
八
景
駅
か
ら
神
奈
中

バ
ス
大
船
行
き
（
横
浜
霊
園
前
下

車
）
・
大
船
駅
東
口
か
ら
神
奈
中

が
撫
、
、

バ
ス
金
沢
八
景
行
き
（
源
氏
ヶ
丘
下
車
V

リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
6
8
号
に
紹
介

麟
舞
岡
ふ
る
警
無
爵
　
戴
の
蒙

虹
の
家
は
舞
岡
ふ
る
さ
と
村
の
総

合
案
内
所
。
ふ
る
さ
と
村
は
横
浜

市
が
指
定
し
た
景
観
豊
か
な
農
業

地
域
で
、
多
く
の
人
が
農
業
に
親
・

し
み
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
体
験
で
ぎ
る
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

押
し
花
と
山
の
幸
染
め
体
験

押
し
花
・
押
し
葉
を
使
い
山
の
幸

染
め
の
手
法
で
布
地
を
染
め
て

テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
等
を
作
り
ま

す
。
誰
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

8
月
1
1
日
（
土
）
1
0
時
～
1
2
時

－
夏
休
み
親
子
教
室
一
安
全
で

美
味
し
い
手
づ
く
り
ウ
イ
ン
ナ
ー

を
作
ろ
う
　
舞
岡
産
の
新
鮮
な
豚

肉
に
旬
の
野
菜
を
練
り
込
み
、
無

添
加
の
和
風
ウ
イ
ン
ナ
ー
や
レ

バ
ー
ペ
ー
ス
ト
を
作
り
ま
す
。

8
月
4
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
参

加
費
／
1
5
0
0
円
7
月
2
1
日
ま
で

に
申
し
込
み

・
自
然
観
察
会
　
夜
の
森
探
検

8
月
2
5
日
（
土
）
1
8
時
～
雨
天
中
止
小

学
生
以
上
参
加
費
／
2
0
0
円

舞
岡
ふ
る
さ
と
村

戸
塚
区
舞
岡
町
2
8
3
2

T
E
L
O
4
5
。
8
2
6
。
0
7
0
0

F
A
X
O
4
5
・
8
2
6
。
0
7
4
9
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●
用
紙
／
今
月
号
に
環
境
絵
日

記
の
応
募
用
紙
を
は
さ
み
こ
み

ま
し
た
。
横
浜
市
神
奈
川
区
の

エ
コ
ラ
イ
フ
か
な
が
わ
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
。

小
学
校
や
子
ど
も
会
な
ど
団
体

で
ご
応
募
い
た
だ
く
場
合
は
、

必
要
な
応
募
用
紙
の
枚
数
を
ご

請
求
い
た
だ
け
ば
お
送
り
し
ま

ず
。く
わ
し
く
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
デ

ザ
イ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
リ
サ
イ
ク
ル

デ
ザ
イ
ン
事
務
所
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
画
材
／
ど
ん
な
画
材
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
締
切
／
9
月
1
0
日
（
月
）

当
日
消
印
有
効

●
審
査
結
果
の
発
表
／
秋
に
開

催
予
定
の
「
リ
サ
イ
グ
ル
デ
ザ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
て
発
表
。

・
学
校
や
ク
ラ
ス
、
子
ど
も
会
単

位
で
の
応
募
も
大
歓
迎
で
す
。

授
業
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
う
れ
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
応
募
は
1
人
1
点
。
ご
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
は
返
却
で
き

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
応
募
作

品
の
著
作
権
・
使
用
権
は
、
横
浜

市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同

組
合
に
帰
属
し
ま
す
。

環
境
絵
日
記
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

送
り
先
は
…

予
2
2
0
－
0
0
0
5

横
浜
市
西
区
南
幸
2
1
総
一
2
2
金
属
ビ
ル
3
階

リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
「
環
境
絵
日
記
」
係

　
　
　
　
T
E
L
O
4
5
。
3
i
6
・
4
0
5
0

　
　
　
　
F
A
X
O
4
5
・
3
董
6
。
6
0
5
0

　
　
　
　
電
話
受
付
／
月
～
金
　
9
時
～
1
7
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
葺
8
”
＼
＼
≦
ξ
ξ
．
「
8
く
審
α
①
の
雪
b
「
も

月刊リサイクルデザインNo．83200L83



　
　
　
　
　
　
こ
　
　
や
　
　
と

懲
舞
岡
公
園
　
小
谷
戸
の
里

昔
な
が
ら
の
田
園
風
景
が
残
っ
た

自
然
の
宝
庫
。
里
山
の
自
然
や
雑

木
林
の
緑
の
中
を
散
策
し
な
が
ら

自
然
観
察
や
田
植
え
や
稲
刈
り
な

ど
の
農
業
体
験
も
で
き
ま
す
。

・
子
ど
も
炭
焼
き
教
室

7
月
2
8
日
（
土
）
・
8
月
1
1
日
（
土
）
1
0
時

～
小
学
校
4
～
6
年
生
先
着
1
0
人
と

そ
の
家
族
参
加
費
／
3
0
0
円
申
し

込
み
／
7
月
2
1
日
か
ら
電
話
か
来
館

・
わ
ら
じ
ぞ
う
り
作
り

8
月
2
6
日
1
0
時
～
参
加
費
／
3
0
0

円
申
し
込
み
／
7
月
2
2
日
か
ら
電
話

か
来
館

・
早
朝
観
察
会
8
月
1
9
日
（
日
）
4

時
1
5
分
舞
岡
公
園
駐
車
場
に
集
合
子

ど
も
は
保
護
者
同
伴
往
復
は
が
き
で

参
加
者
全
員
の
名
前
を
明
記
し
て
8
月

1
日
必
着
で
申
し
込
み
（
家
族
は
は
が

き
1
枚
で
可
）

舞
岡
公
園
　
小
谷
戸
の
里

〒
2
4
4
1
0
0
0
3

横
浜
市
戸
塚
区
舞
岡
町
1
7
6
4

T
E
L
＆
F
A
X

　
　
　
O
4
5
・
8
2
4
。
0
1
0
7

麟
横
漢
帯
立
金
沢
二
物
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
は
な
館

金
沢
自
然
公
園
内
に
あ
る
施
設
。

植
物
に
つ
い
て
の
資
料
が
整
っ
た

学
習
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

・
昆
虫
と
仲
良
く
な
ろ
う
講
師
に

　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
じ
ゅ

湘
南
昆
虫
研
究
会
　
　
椀
真
史
さ

ん
を
迎
え
、
金
沢
自
然
公
園
で
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
昆
虫

の
観
察
を
し
ま
す
。
歩
き
や
す
い

服
装
で
。

8
月
1
9
日
（
日
）
1
0
時
～
1
2
時
小
・
中
学

生
の
親
子
筆
記
用
具
持
参
参
加
費
／

無
料
（
行
事
保
険
料
1
0
0
円
が
必
要
）

申
し
込
み
／
往
復
は
が
き
に
参
加
す
る

子
ど
も
の
名
前
・
学
年
・
保
護
者
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
、
「
昆
虫
と
仲

良
く
な
ろ
う
」
係
7
月
2
8
日
必
着

の
の
は
な
館

休
み
／
月
曜
入
園
料
／
無
料

〒
2
3
6
1
0
0
4
2

横
浜
市
金
沢
区
釜
利
谷
東
5
1
1
5
－
1

T
E
L
O
4
5
・
7
0
1
・
0
2
2
3

●
横
浜
市
子
ど
も
植
物
園

子
ど
も
た
ち
が
植
物
に
接
し
自
然

に
親
し
み
な
が
ら
知
識
を
深
め
、

緑
を
守
り
育
て
る
心
を
培
う
場
。

市
民
へ
の
緑
化
普
及
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
子
ど
も
教
室
夏
ま
つ
り
　
押
し

花
ク
ラ
フ
ト
・
昆
虫
自
然
探
検
隊
・

手
作
り
は
が
き
・
草
花
遊
び
な
ど

で
自
由
に
自
分
の
作
品
を
作
り
ま

す
。
1
日
だ
け
で
も
、
3
．
日
間
で

も
、
好
き
な
時
間
に
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
。

8
月
8
日
水
）
～
1
0
日
（
金
）
申
し
込
み

不
要

子
ど
も
植
物
園

9
時
～
1
6
時
3
0
分
休
み
／
月
曜
・
年
末

年
始
入
園
料
／
無
料

横
浜
市
南
区
六
ツ
川
3
1
1
2
2

T
E
L
O
4
5
・
7
4
1
。
1
0
1
5

霧
横
浜
市
環
境
科
学
研
究
所

横
浜
市
の
施
設
。
環
境
問
題
を
市

民
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、
毎
年
，

環
境
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
酸
性
雨
も
定
期
的
に

観
測
し
て
い
ま
す
。

・
環
境
教
室
　
空
気
中
の
二
酸
化

窒
素
の
簡
易
測
定
な
ど
を
体
験
学

習
し
て
、
身
の
回
り
の
空
気
の
汚

れ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
二

酸
化
窒
素
の
測
定
方
法
の
学
習
と

測
定
・
測
定
結
果
の
ま
と
め
（
環

境
教
室
の
前
日
ま
で
に
測
定
器
具

を
配
布
簡
単
な
説
明
を
受
け
て

事
前
に
測
定
）

8
月
7
日
（
火
）
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
横

浜
市
環
境
科
学
研
究
所
2
階
会
議
塞

小
学
5
年
以
上
定
員
3
0
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
参
加
費
無
料
申
し
込
み

方
法
／
希
望
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
（
学
年
）
・
電
話
番
号
を
記
入
、
7
月

9
日
～
7
月
2
3
日
目
間
に
　
は
が
き
．
か

F
A
X
で
応
募
先

．
横
浜
市
環
境
科
学
研
究
所

〒
2
3
5
1
0
0
1
2

横
浜
市
磯
子
区
滝
頭
1
1
2
1
1
5

T
E
L
O
4
5
・
7
5
2
。
2
6
0
5

F
A
X
O
4
5
。
7
5
2
。
2
6
0
9
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環
境
絵
日
記

市
民
審
査
員
募
集

難
．
笹
．
』
『
，

／
㍉蒲
田

　
　
　
．
・
．
、
繍
譲
・

小
学
生
の
描
い
た
環
境
絵
日
記
の
審
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

昨
年
絵
日
記
の
審
査
を
し
て
、
お
と
な
の
想
像
力
を
越
え
た

発
想
や
素
直
な
視
点
に
、
感
動
し
た
り
反
省
し
た
り
。
た
く

さ
ん
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
思
い
を
私
た
ち
だ
け
で

独
占
せ
ず
に
、
ぜ
ひ
一
緒
に
経
験
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
、
今
年
の
一
次
審
査
に
は
、
市
民
審
査
員
（
2
0
名
程
度
を
予
「

定
）
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
先
生
、
環
境
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

方
…
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

一
次
審
査
は
9
月
1
6
日
（
日
）
、
応
募
数
次
第
で
は
丸
1
日
か

か
る
可
能
性
も
あ
る
点
を
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
置
き
く
だ

さ
い
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
事
務
局
ま
で
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
組
合
オ
リ
ジ

ナ
ル
再
生
紙
紙
ひ
も
「
小
結
く
ん
」
と
交
通
費
（
一
律
に
な
り

ま
す
）
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

〒
2
2
0
－
0
0
0
5

横
浜
市
西
区
南
幸
2
－
1
6
－
2
2
　
金
属
ビ
ル
3
F

T
E
L
O
4
5
・
3
1
6
・
5
1
2
2

F
A
X
O
4
5
・
3
1
6
・
5
1
2
2 4月刊リサイクルデザインNo．832001．8
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小
学
生
・
中
学
生

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
、
ポ
イ
捨
て
防
止

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
　
参
加
作
品
募
集
中
！

　
小
学
生
・
中
学
生
の
み
な
さ

ん
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
ご
み

の
減
量
化
・
資
源
化
、
ポ
イ
捨

て
防
止
。
ご
み
を
出
さ
な
い
工

夫
や
ご
み
に
な
る
も
の
を
家
庭

に
持
ち
込
ま
な
い
工
夫
、
も
の

を
大
切
に
使
い
長
持
ち
さ
せ
る

工
夫
、
ご
み
の
再
利
用
の
方
法
、

ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど
を
描
い
て

く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
の
小
・
中
学
校
に

在
学
中
の
生
徒
　
1
人
1
点

ポ
ス
タ
ー
の
大
き
さ
／
B
3

（
3
6
・
4
セ
ン
チ
×
5
1
・
5

セ
ン
チ
）
、
ま
た
は
B
判
四
つ
切

り
（
3
8
セ
ン
チ
×
5
1
・
5

セ
ン
チ
）

募
集
期
間
／
7
月
2
日
（
月
）

～
9
月
6
日
（
火
）
締
切
厳
守
・

当
日
消
印
有
効

提
出
方
法
／
作
品
の
裏
に
、
学

校
名
・
学
年
・
氏
名
を
明
記
す

小
学
校
低
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

中
村
干
咲
登
さ
ん
／
み
た
け
台
小
学
校
3
年

＊
入
賞
者
の
学
年
は
昨
年
度
の
も
の
て
す

る
た
め
の
作
品
提
出
表
を
添
付

し
て
、
学
校
単
位
で
の
応
募
の

場
合
は
、
ポ
ス
タ
ー
応
募
者
名

簿
を
添
え
て
提
出
し
ま
す
。
作

品
提
出
表
・
ポ
ス
タ
ー
応
募
者

名
簿
の
請
求
は
、
下
記
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
。

提
出
は
持
参
ま
た
は
郵
送
で
。

郵
送
の
場
合
、
作
品
に
折
り
目

が
つ
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

小
学
校
高
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞

阿
部
恵
里
子
さ
ん
／
永
谷
小
学
校
4
年

持
参
の
場
合

各
区
環
境
事
業
局
事
務
所
，
ま
た

は
横
浜
市
環
境
事
業
局
減
量
推

進
課
（
横
浜
市
中
区
住
吉
町

l
i
1
3
　
松
村
ビ
ル
6
階
）

・
郵
送
の
場
合

横
浜
市
環
境
事
業
局
減
量
推
進

課
　
〒
2
3
1
1
0
0
1
7
　
横
浜

市
中
区
港
町
1
1
1

発
表
／
9
月
下
旬
に
審
査
会
を

開
催
し
て
入
賞
作
品
を
決
定
、

学
校
宛
に
通
知
し
ま
す
。
表
彰

魯（Lｪぐ
（
1
）

‘

篇　単・

式
は
1
0
月
2
1
日
に
（
日
）
に
、
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
フ

ェ
ス
タ
よ
こ
は
ま
2
0
0
1
」

の
会
場
で
行
う
予
定
で
す
。
入

賞
作
品
に
は
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

備
考
・
入
賞
作
品
の
版
権
は
横
浜
市

に
帰
属
し
ま
す
。

・
作
品
中
に
は
商
品
名
・
商
標
等

を
入
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

藩
問
い
合
わ
せ
先

横
浜
市
環
境
事
業
局
減
量
推

進
課
　
担
当
／
曽
根

T
E
L
O
4
5
・
6
7
1
・

3
n
◎
－
（
◎
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鍵
は
ぎ
れ
ぞ
う
り
作
り
　
7
月
2
2
日

（
日
）
9
時
～
1
2
時
　
都
筑
民
家
園

（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
野
外
施
設
）
は

さ
み
・
は
ぎ
れ
布
3
セ
ン
チ
×
8
0
セ

ン
チ
の
布
8
0
本
以
上
　
参
加
費
／

5
0
0
円
　
電
話
で
民
家
園
に
申
し

込
み
0
4
5
・
5
9
4
・
1
7
2
3

織
り
フ
ォ
ー
ム
教
室
　
着
物
か
ら
洋

服
へ
・
7
月
2
4
日
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

本
郷
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

当
日
直
接
会
場
へ
　
3
0
人
ま
で
　
昼

食
・
材
料
持
参
　
問
い
合
わ
せ
／
栄

区
消
費
生
活
推
進
員
の
会
事
務
局

（
地
域
活
動
比
内
）

T
E
L
O
4
5
・
8
9
4
・
8
3
9
2

F
A
X
O
4
5
・
8
9
5
。
6
9
9
0

轡
い
た
ち
川
大
掃
除
　
7
月
2
6
日

（
木
）
1
0
時
～
　
雨
天
中
止
　
栄
区
大

い
た
ち
橋
．
溶
い
た
ち
橋
広
場
’
河

川
敷
の
清
掃
申
し
込
み
／
電
話
か

は
が
巻
で
　
は
が
き
は
参
加
者
の
住

所
・
名
前
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て
　
〒
2
4
7
i
O
O
O
5
　
栄

区
桂
町
3
0
3
1
1
9
　
栄
区
役
所

地
域
活
動
係

T
E
L
O
4
5
・
8
9
4
・
8
3
9
2

F
A
X
O
4
5
・
8
9
5
・
6
9
9
0

　
　
　
　
　
　
ゴ
一

麟
谷
戸
の
水
辺
の
生
き
物
調
べ
　
8

月
4
日
（
土
）
1
0
時
～
1
5
時
（
「
あ
か

ね
台
」
バ
ス
停
に
1
0
時
集
合
）
小
雨

決
行
　
昼
食
持
参
　
恩
田
の
谷
戸
に

す
む
小
川
の
生
き
物
を
調
べ
　
申
し

込
み
／
恩
田
の
谷
戸
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

藤
田
T
E
L
＆
F
A
X
O
4
5
。

9
6
1
●
8
0
1
5

騰
神
奈
川
下
水
処
理
場
見
学
会

8
月
2
9
日
（
水
）
9
時
3
0
分
～
1
6

時
参
加
無
料
（
昼
食
つ
き
）
小
学

生
以
上
9
0
人
（
抽
選
）
申
し
込
み
／

7
月
2
1
日
（
土
）
必
着
　
往
復
は
が

き
1
通
に
2
人
ま
で
（
子
ど
も
が
参

加
を
希
望
す
る
家
族
は
そ
の
人
数

分
）
参
加
者
の
住
所
・
〒
・
名
前
・
年

齢
・
性
別
を
明
記
、
返
信
用
は
が
き

に
宛
名
を
記
入
の
う
え
、
〒
2
2
1
1

0
0
3
6
　
神
奈
川
区
千
若
町
1
1

1
　
神
奈
川
．
下
水
処
理
場
へ
送
付

問
い
合
わ
せ
／
神
奈
川
下
水
処
理
場

0
4
5
・
4
5
3
・
2
6
4
1

載
お
も
ち
ゃ
の
病
院
ド
ク
タ
ー
養
成

講
座
（
全
3
回
）
9
月
5
日
・
1
2
日
置

19

冝
@
午
前
9
時
3
0
分
～
1
2
時
3
0
分

費
用
／
2
3
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）
2
4
人
（
抽
選
）
　
申
し
込
み
／

8
月
1
日
9
時
3
0
分
に
緑
区
中
山
地

区
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込
む

0
4
5
。
9
3
5
・
1
9
8
2

轟
旭
ふ
れ
あ
い
市
場
／
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

9
月
9
日
目
日
）
1
0
時
～
1
4
時
　
雨
天

中
止
　
鶴
ヶ
峰
イ
ト
ー
ヨ
ー
力
堂
・

二
俣
川
西
友
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
の
出
店
申
し
込
み
／
往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
出
品

物
・
希
望
会
場
を
記
入
し
環
境
事
業

局
旭
事
務
所
へ
（
旭
区
白
根
2
1

8
1
1
）
出
店
料
5
0
0
円
　
定
員

60

ｼ
主
催
／
旭
区
減
量
化
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
協
議
会
　
問
い
合
わ
せ

／
環
境
事
業
局
旭
事
務
所
0
4
5
・
．

9
5
3
・
4
8
1
1

鯵
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
2
0
0
1

不
用
品
の
交
換
・
販
売
・
リ
サ
イ
ク

ル
品
の
展
示
及
び
抽
選
販
売
　
9
月

15

冝
i
土
）
1
0
時
～
1
5
時
雨
天
の
場

合
翌
日
　
泉
区
役
所
1
階
区
民
ホ
ー

ル
．
区
民
広
場
及
び
区
役
所
横
和
泉
川

沿
い
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
地
蔵
原
の
水

辺
　
い
ず
み
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
事
業

実
行
委
員
会
・
泉
区
減
量
化
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
協
議
会
　
問
い
合
わ
せ

／
泉
区
役
所
街
の
美
化
担
当

0
4
5
。
8
0
0
・
2
3
9
8

磯
さ
わ
や
か
カ
モ
メ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
　
不
用
品
の
交
換
・
販
売
・
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
展
示
及
び
抽
選
販
売

9
月
2
2
日
（
土
）
1
0
時
～
1
4
時
　
雨
天

の
場
合
翌
日
同
時
間
　
泥
亀
公
園

（
金
沢
区
役
所
隣
）
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
へ
の
出
店
申
し
込
み
／
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
出

品
物
を
記
入
し
8
月
3
1
日
ま
で
に
金

沢
区
役
所
街
の
美
化
担
当
へ
（
金
沢

区
泥
亀
2
－
9
1
1
）

出
店
料
／
1
0
0
0
円
　
定
員
／
6
0

名
主
催
／
金
沢
区
減
量
化
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
協
議
会
　
問
い
合
わ
せ

／
金
沢
区
役
所
街
の
美
化
担
当

0
4
5
。
7
8
8
。
7
8
0
8

灘
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
古
着
・
古
布
の
回
収

回
収
拠
点
が
店
舗
の
場
合
、
数
日
前

か
ら
回
収
し
て
い
る
こ
と
や
事
情
に

よ
り
拠
点
回
収
を
行
わ
な
い
場
所
も

あ
る
た
め
1
週
間
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
雨
の
日
も
回
収
を
行

う
の
で
、
ビ
ニ
ー
ル
に
入
耽
て
お
持

ち
下
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
／

0
4
5
・
7
1
0
。
6
5
0
7

・
青
葉
区
　
7
月
2
4
日
（
火
）
］
ミ
ュ

テ
ィ
ク
ラ
ブ
生
協
つ
つ
じ
が
丘
デ

ポ
ー
／
み
た
け
台
デ
ポ
ー
／
す
す
き

野
デ
ポ
ー
／
長
谷
第
一
公
園
・
コ
ー

プ
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
店
他

．
緑
区
　
7
月
2
5
日
（
水
）
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ク
ラ
ブ
生
協
霧
が
丘
デ
ポ
ー
・

中
山
生
活
館
・
十
日
市
場
地
区
セ
ン

タ
ー

麟
泉
区
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
　
8

月
5
日
（
日
）
9
時
～
1
2
時
　
雨
天

実
施
　
環
境
事
業
局
泉
事
務
所
　
回

収
品
目
／
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・

紙
パ
ッ
ク
∴
繊
維
類
・
リ
タ
ー
ナ
ブ

ル
び
ん
・
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
・

小
物
金
属
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
食
品

用
白
色
ト
レ
イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

轟
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
i
n
せ
や

8
月
4
日
（
土
）
9
時
～
1
2
時
　
雨

天
実
施
　
ニ
ツ
橋
公
園
　
回
収
品
目

／
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ

ッ
ク
・
繊
維
類
・
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー

ル
缶
・
小
物
金
属
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

瀞
か
な
が
わ
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

8
月
1
2
日
（
日
）
1
0
時
～
1
4
時
　
雨
天

実
施
　
反
町
公
園
神
奈
川
区
役
所

問
い
合
わ
せ
／
エ
コ
ラ
イ
フ
か
な
が

わ
0
4
5
・
4
1
3
・
3
1
9
6

回
収
品
目
／
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー

ル
・
紙
パ
ッ
ク
・
繊
維
類
・
リ
タ
ー

ナ
ブ
ル
び
ん
・
食
品
用
白
色
ト
レ
イ

欝
旭
区
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
　
8

月
1
9
日
（
日
）
9
時
～
1
2
時
　
雨
天

実
施
　
環
境
事
業
局
旭
工
場
内
（
相

鉄
線
西
谷
徒
歩
1
0
分
）
回
収
品
目
／

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ

ク
・
繊
維
類
・
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
・

ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶

＊
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
ぴ
ん
と
は
、
酒
び
ん
・
ビ
ー
ル
び
ん
・
ウ
イ
ス
キ
ー
び
ん
な
ど
の
再
使
用
で
き
る
び
ん

畿
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・
》
避

部員は生物好きの中高生

「
メ
ダ
カ
や
藻
を
分
け
て
も
ら
え

る
ん
で
す
っ
て
」
と
、
近
く
の
藩

学
苑
の
先
生
か
ら
聞
い
た
。
西
区

に
あ
る
私
立
富
士
見
丘
中
高
等
学

校
の
生
物
部
員
は
、
何
種
も
の
水

生
生
物
を
飼
育
し
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
を
決
め
、
長
期
の
休

み
も
毎
日
水
替
え
や
餌
や
り
に
通

う
。

「
遠
く
か
ら
通
っ
て
い
る
生
徒
が

多
い
の
で
す
が
、
交
替
に
し
て
い

て
も
自
分
の
飼
育
担
当
生
物
が
気

に
な
る
よ
う
で
、
よ
く
世
話
を
し

て
い
て
え
ら
い
で
す
よ
」
と
、
副

　
　
　
ま
る
も

校
長
の
丸
茂
高
先
生
は
感
心
す

る
。　
淡
水
産
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
比
較

　
　
　
　
　
こ
し
ょ
う

的
き
れ
い
な
湖
沼
で
、
ほ
ど
よ
く

有
機
物
の
あ
る
と
こ
ろ
に
生
息
し

て
い
る
。
ゾ
ウ
リ
ム
シ
・
プ
レ
フ

ァ
リ
ズ
マ
・
ミ
ド
リ
ゾ
ウ
リ
ム
シ

な
ど
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、

ア
シ
原
な
ど
に
多
く
い
る
。
室
内

で
培
養
す
る
と
き
は
、
稲
わ
ら
の

煮
汁
に
バ
ク
テ
リ
ア
を
繁
殖
さ
せ

て
、
そ
こ
ヘ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
移

植
す
る
。

　
ボ
ル
ボ
ッ
ク
ス
・
ミ
カ
ヅ
キ
モ
・

ク
ン
シ
ョ
ウ
モ
な
ど
の
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
も
、
き
れ
い
な
水
域
に

多
い
。
顕
微
鏡
で
ミ
カ
ヅ
キ
モ
を

・
礁
亀

攣
眼
撫

、
∵
痔
∴
覚

　ノぞ1　『
漁　　∵一難驚

翻
転
、

どうする？どうなる？

鳶難症i漿境教育お

水の中の小さな生物を
　　　増やして分ける

簸
串
一
．
5

　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
▽

｝

掘

欝

　1／
一〇〆

／、

　曳
　　1【葺

C＝ク’

　　9
、

見
る
と
、
透
き
通
っ
た
緑
色
の
三

日
月
の
形
を
し
て
い
る
。
微
少
な

プ
ラ
ン
ク
．
ト
ン
は
、
ピ
ペ
ッ
ト
で

水
と
一
緒
に
吸
い
上
げ
、
フ
ィ
ル

ム
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
手
渡
す
。
こ

れ
ら
を
培
養
す
る
最
大
ポ
イ
ン
ト

は
、
土
と
水
の
二
相
培
地
を
作
る

こ
と
。
生
活
排
水
や
農
薬
に
汚
染

さ
れ
て
い
な
い
土
を
選
び
、
石
灰

を
ご
く
少
量
入
れ
て
、
弱
ア
ル
カ

リ
性
に
す
る
。
「
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

は
総
じ
て
合
成
洗
剤
な
ど
の
化
学

物
質
に
弱
い
」
と
丸
茂
先
生
は
話

す
。　
井
戸
の
中
で
虫
を
餌
に
し
て
い

た
り
す
る
プ
ラ
ナ
リ
ア
に
は
、
レ

バ
ー
を
す
り
つ
ぶ
し
て
与
え
る
。

高
校
2
年
の
三
川
真
理
子
さ
ん

プラナリアの群れ　体長は数ミリ

は
、
1
年
の
時
プ
ラ
ナ
リ
ア
を
担

当
。
「
プ
ラ
ナ
リ
ア
は
変
形
動
物

で
》
負
の
走
行
性
が
あ
り
、
暗
い

所
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
明
解
な

説
明
を
。
有
性
生
殖
も
す
る
け
れ

ど
、
分
裂
で
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

く
そ
う
。
小
さ
な
ヒ
ル
の
よ
う
な

形
を
し
て
、
初
め
は
ち
ょ
っ
と
気

味
悪
く
思
え
た
が
、
三
川
さ
ん
た

ち
が
大
事
に
飼
っ
て
い
る
の
を
知

っ
て
、
見
方
が
変
わ
っ
て
き
た
。

彼
女
た
ち
生
物
部
員
は
、
き
っ
と

自
然
界
の
ど
の
生
き
物
に
も
関
心

が
持
て
る
の
だ
ろ
う
。

　
川
や
池
で
、
メ
ダ
カ
は
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
食
べ
て
い
る
。
採
取
し

た
メ
ダ
カ
の
飼
育
担
当
は
丸
茂
先

生
。
横
浜
メ
ダ
カ
の
会
を
主
宰
し

て
、
保
護
繁
殖
に
努
め
横
平
た
人

だ
。
今
回
は
柏
尾
川
や
帷
子
川
の

2
つ
の
水
系
で
採
取
し
た
メ
ダ
カ

を
点
燈
し
、
持
ち
帰
る
人
に
近
い

も
の
を
分
け
た
。
橘
学
苑
へ
は
東

京
湾
へ
流
れ
込
む
帷
子
川
の
メ
ダ

カ
を
持
ち
帰
る
。
日
本
の
メ
ダ
カ

は
お
お
よ
そ
1
0
種
に
分
類
さ
れ
、

水
系
に
よ
っ
て
微
妙
に
違
い
が
あ

る
と
か
。
川
の
護
岸
工
事
や
土
地

麟
簸
∵
蓼
饗
同

（
旭
区
）
の
許
可
を
得
て
、
池
か
ら

6
匹
の
め
だ
か
を
採
取
飼
育
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
雨
不
足
で
そ
の

池
が
干
上
が
り
、
メ
ダ
カ
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
翌

年
、
増
や
し
た
メ
ダ
カ
7
0
匹
を
再

び
池
に
戻
し
た
と
い
う
。
横
浜
ほ

た
る
の
会
代
表
で
も
あ
る
丸
茂
先

生
は
、
メ
ダ
カ
や
ホ
タ
ル
が
生
息

で
き
る
環
境
を
取
り
戻
そ
う
と
、

わ
ず
か
に
残
る
自
然
が
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
な
時
、
応
援
し
て
き
た
。

　
年
1
回
、
こ
う
し
て
生
物
部
が

他
校
に
水
生
生
物
を
分
け
る
の

は
、
活
動
発
表
の
一
環
な
の
だ
が
、

生
物
室
で
生
徒
た
ち
、
丸
茂
先
生
、

他
校
の
人
た
ち
の
や
り
と
り
を
見

て
い
て
、
こ
れ
は
立
場
を
越
え

た
交
流
、
情
報
交
換
の
場
だ
と

思
っ
た
。

　
私
は
田
ん
ぼ
な
ど
の
や
や
汚

れ
た
水
に
浮
く
イ
チ
ョ
ウ
ウ
キ

ゴ
ケ
を
も
ら
っ
て
帰
り
、
我
が

　
　
み
　

家
の
水
槽
（
大
型
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
栓
を
し
て
、
横
に
寝
か
せ

上
部
を
切
り
取
っ
た
も
の
）

へ
。
中
に
は
近
く
の
池
で
着
っ

た
テ
ナ
ガ
エ
ビ
が
1
匹
。
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
の
形
を
し

た
イ
チ
ョ
ウ
ゥ
キ
ゴ
ケ
が
涼
し

げ
だ
。
　
　
　
（
サ
サ
キ
ミ
チ
コ
）

λ
ー
レ
ノ
ド
デ
ー
タ
フ
ノ
ク
　
環
境
省
の
調
査
に
基
づ
き
、
絶
滅
の
恐
れ
か
あ
る
野
生
生
物
の
種
と
、
そ
れ
ら
の
生
意
状
況
等
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
　
2
0
0
0
律

4
月
ま
て
に
動
植
物
全
て
の
分
類
群
に
つ
い
て
レ
ソ
ド
リ
ス
ト
を
作
成
し
公
衷
。
　
ネ
2
ペ
リ
ト
ホ
ト
ル
て
作
っ
た
水
槽
の
イ
ラ
ス
ト
を
ー
ペ
ー
ソ
に
掲
載

横
浜
ほ
た
る
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
シ
　
　
7
葺
O
＼
＼
ノ
ミ
≦
乏
コ
①
号
δ
も
＼
～
U
5
ズ
。
＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　砕　寧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼　“　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　酎　　昏　　　　　　　　　　　　　　　　抄　　“　　看　　　　　　　　　　　　　　　9　⑫　　“　　　　　　　　　　　　　θ　　蛎　8　　　　　　　　　　　　“　ψ　　略　　　　　　　　　　β　　ウ　瞬　　　　　　　　　ぢ　公　塾　　　　　　　ゆ　侮　　酔　　　　　　炉　畠　“　　　　脅　噸　鼻　　　電　タ　唱　ら　啓　頓♂　弊　　“

　
　
　
　
　
の
大
き
な
世
界
」
、

　
　
　
　
　
小
学
生
く
ら
い
を
対
象
に

　
　
　
　
　
し
た
絵
本
だ
が
、
水
の
中

に
い
る
微
生
物
を
知
る
こ
と
が
て
き
る
。

ソ
ウ
リ
ム
シ
・
ア
メ
ー
バ
・
ミ
シ
ン
コ
な

と
、
採
取
や
観
察
の
方
法
も
わ
か
り
や
す

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
絵
か
お
と
な
つ
ぼ

く
て
い
い
。
顕
微
鏡
の
世
界
に
ひ
き
す
り

こ
ま
れ
そ
う
。
現
在
版
元
に
は
在
庫
か
な

い
の
て
、
図
書
館
て
と
う
そ
。

「小さなプランクトンの

　　大きな世界」

　小田部家邦／文
　　高岸昇／絵
　福音館書店680円

●
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
「
金
魚
・
メ
ダ

カ
の
飼
い
方
」
ピ
ー
シ
ー
ズ
・
イ
ン
ト
ア
ネ

イ
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ス
　
一
8
0
0
円

い
す
れ
も
横
浜
市
立
図
書
館
て
貸
し
出
し

て
い
る
。

め
た
か
の
水
槽
と
丸
茂
先
生

月刊リサイクルデサイノNo　83200187



リサイクルデサインの編集人兼カメラマン

ぼん太が撮ったりサイクルの現在

ぼん太のボン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
つ
り
ょ
う

　
こ
こ
は
静
岡
県
富
士
市
に
あ
る
紅
嶺
製
紙
の
工

場
て
す
。
こ
の
会
社
で
は
り
サ
イ
ク
ル
デ
サ
イ
ン

の
母
体
横
浜
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

が
販
売
し
て
い
る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
『
リ
サ
イ

ク
ル
・
ボ
ー
イ
』
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
・
ボ
ー
イ
は
、
同
組
合
の
事
業
で
あ
る
『
オ
フ
ィ

ス
古
紙
共
同
回
収
』
に
参
加
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
古
紙
を
原
料
に
し
て

作
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
の
大
き
な
巻
取
り
紙
は
リ
サ
イ
ク
ル
・
ホ
ー

イ
の
原
紙
で
す
。
こ
の
原
紙
を
再
ひ
小
さ
く
巻
き

直
し
て
か
ら
幅
1
ー
セ
ン
チ
ほ
と
に
分
断
し
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
・
ボ
ー
イ
は
出
来
上
が
り
ま
す
。
こ
う
し
て

作
ら
れ
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
『
リ
サ
イ
ク
ル
・

ボ
ー
イ
』
は
、
再
び
皆
さ
ん
の
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
に

帰
っ
て
行
き
ま
す
。

　
た
っ
た
一
つ
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
も
、
そ

れ
に
関
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
人
々
の
協
力
や
努
力
が

あ
っ
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
ん
た
な
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぼ
ん
太
）

　さミやド　　　　　　　　　　　リ

鱒
リサイクル。ボーイの工場

譜
リ
サ
イ
ク
ル
デ
サ
イ
ン
は
次
の
場
所
に
も
（
P
1
4
に
も
掲
載
）
響
マ
U
ン
ス
ポ
ー
ツ
デ
ス
ク
・
リ
ソ
プ
ル
（
鶴
見

力
ミ
ン
5
F
）
響
フ
ノ
ク
シ
9
ノ
ブ
ふ
れ
あ
い
戸
塚
店
（
ダ
イ
エ
ー
横
）
・
大
船
店
寧
地
酒
篠
原
屋
（
港
北
区
篠
原

町
）
讐
エ
コ
ロ
ジ
ー
シ
ョ
ジ
プ
エ
ソ
セ
ン
ス
（
中
区
麦
田
町
）
撃
ま
あ
し
ょ
ら
む
（
港
北
区
綱
島
西
）

騨撫だゲ
　
人
間
は
無
菌
状
態
で
生
ま
れ
ま

す
。
母
乳
を
与
え
ら
れ
た
り
親
と

ふ
れ
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
腸
内
細

菌
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
が
、
腸

の
内
部
を
腸
内
細
菌
が
覆
っ
て
い

る
と
、
病
原
菌
が
侵
入
し
て
き
て

　
す
も
棲
み
着
く
場
所
が
な
い
た
め
、

感
染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
『
菌
』

と
聞
く
と
害
を
与
え
る
も
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
が
、
腸
内
細
菌
は
人

間
の
腸
の
内
郡
に
約
1
0
0
種
類

1
0
0
兆
個
棲
ん
で
い
て
、
身
体

を
守
る
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
抗
生
物
質
を
与
え
て
腸
内
細
菌

を
殺
し
た
ネ
ズ
ミ
と
そ
う
で
な
い

ネ
ズ
ミ
に
、
食
中
毒
の
原
因
に
な

る
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
を
投
与
し
た
と

こ
ろ
、
腸
内
細
菌
が
い
な
い
ネ
ズ

ミ
は
抵
抗
力
が
1
汚
分
の
一
に
落

ち
て
い
た
と
い
う
実
験
結
果
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
嫌
わ
れ
者
の
大

腸
菌
も
、
正
常
な
健
康
状
態
の
と

き
に
は
消
化
を
助
け
た
り
ビ
タ
ミ

ン
を
合
成
し
た
り
と
い
っ
た
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
0
・
1
5
7
も
大
腸
菌
の
一
種

で
す
が
、
こ
の
菌
は
な
ぜ
か
先
進

国
で
の
み
集
団
感
染
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
元
々
は
ひ
っ
そ
り
牛

　
　
　
　
　
す

の
体
内
に
棲
ん
で
い
た
の
で
す

が
、
先
進
国
の
清
潔
志
向
に
よ
っ

　
すて
棲
み
に
く
く
な
り
、
何
と
か
生

き
延
び
よ
う
と
し
た
結
果
、
現
在

の
よ
う
な
強
力
な
菌
に
な
っ
た
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
度
な
清

潔
志
向
が
腸
内
細
菌
を
殺
し
、
免

疫
力
を
低
下
さ
せ
る
一
因
に
な
っ

て
い
る
現
れ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。　
清
潔
に
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
悪

い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
同

時
に
有
用
な
菌
と
の
共
生
も
考
え

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

＊
杏
林
大
学
神
谷
茂
教
授
の
研
究
に
よ
る
　
参
考
資
料
／
藤
田
紘
一
郎
「
清
潔
は
ビ
ョ
ー
キ
た
」
朝
日
新
聞
社

8月刊リサイクルデサインNo　8320018



難
な
か
が
わ
・
け
い
こ
雛
佐
渡
島
出
身
。
樹
木
・
海
に
囲
ま
れ
た
幼
少
時
代
を
過
ご
す
中
で
、
環
境
問
題
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
高
校
時
代
か
ら
、

「
や
ま
ね
通
信
」
を
発
行
し
な
が
ら
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
現
在
、
里
山
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活
動
中
。

ア
L
ト
の
観
点
で
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
一
般
の
人
に
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
作
品
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。
不
定
期
に
情
報
誌

κ
、

．篇ジ・

・

9
‘

，

ヲ

獅，刎ピ・ワ“
㌧

　　　冒owカ。

幽・・り轡’りし嘱

　　↓

ユ煎物地贈糊

漣で．繍
　　拠ます・　講

マ鍮蜀
　難

貿ロ黒身じ山よuら形

1’齢蜍ｸ

＼ 「職漁
X

疑
　
麹
萎
一

千ごd。　　　　　　威・1携例・・う．　7、・≧・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱

ミ

謡

、
認
鰯

灘
鑑

　
　
　
　
　
／
存
　
　
開

、側‘

恭

謹
　　鰍

”
ノ

撫、

・1癖

浮勤

＿馨灘
　　　　　　　　　駒
　　　　　　　　　！

　ノ
～髪

諺。
拷

蕎　’
編

　　　　　　　　愉絶砂
舜黛あげて’ひ毛塗￥お

●

鰍纏・・籾

βラ畷一三雛離傭鵬購搬芝鞭鰍ク二
期繍椥壌響鷲1欝越畑ましょ粥，集・獅ノキ

趨　　く％凹ッヲヨン．かv伽弘レ岬吃緒櫛．Wそ“ほそく伽・擁幻魏魏
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灘診分なりのう・ソヒ。♪ゲ：方多宏葱揚女てdる
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■
リ
サ
イ
ク
ル
標
準
価
格
表

2001年6月現在

品名
買入価格薪

添、　　　’鰯…’　　　　．’一こご、

@日経6／28．じ

1キロ当た臥． 1キ．口当たり

新聞，、、 　　＊＊＊黷P～0円 3円
　　　．獄1G 　＊＊

黷S円 0～0．5円

段ポール： 　＊＊
黷S円 2円

衣類くず1　　　＝箆 　　＊＊
ﾝ定不能 0～1円

評、ガ「

T　　　　ド饗、．

　　＊＊＊＊

P0～15円

旬をたのしむ
　　　エコクッキング欝
㎡
… なす皮とズッキーニの

　　　　　フライパン焼き

灘駈仁美

〃

＊集団回収には「買入価格」を適用　＊＊有料

＊＊＊有料の場合あり　＊＊＊＊スチール缶と選別済の価格

★500キ。以上集団回収する団体の適用価格です。取引条

　件により多少変化します。

★事業所から発生したものは集団回収の対象になりません。

　事業所ごとに業者と直接ご相談ください。

★集団回収以外の段ボール回収は、1回3000円以上の手数

　料がかかります。段ボールは必ず束ねて出してください。

魯
今
月
の
ひ
と
こ
と
　
　
「
ど
れ
く
ら
い
届
く
か
な
？
応
募

が
1
0
枚
だ
っ
た
り
し
て
」
「
子
ど
も
た
ち
に
テ
澗
マ
が
う
ま

く
伝
わ
る
か
な
」
。
楽
し
み
だ
け
ど
心
配
…
。
そ
ん
な
気
持

ち
で
始
め
た
環
境
絵
日
記
で
し
た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み

れ
ば
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
今
年
も
こ

の
号
に
応
募
用
紙
を
は
さ
み
ま
し
た
。
小
学
生
の
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
今
年
は
審
査
に
も
市

民
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
い
っ
た
新
し
い
試
み
も
あ
っ

て
、
私
た
ち
の
楽
し
み
も
増
え
ま
し
た
。
　
　
（
さ
く
ら
）

鱒
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
住

所
・
氏
名
・
F
A
X
番
号
を
書
き
添
え
て
、
F
A
X
・
郵

便
・
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス
は
ー
ペ
ー
ジ
）
で
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
F
A
X
O
4
5
・
3
1
6
・
5
1
2
2

　
　
　
横
浜
市
西
区
南
幸
2
－
1
6
1
2
2
　
金
属
ビ
ル
3
F

リ
サ
イ
ク
ル
デ
ザ
イ
ン
編
集
黛
か
ら

懲材料（4～5人分）

1　　なすの皮2本分→厚めにむいて5ミリ～1センチの一ロ　　サイズに切る

　　ズッキーニ（小）1本分→なすの皮と同じように切る

ごま油　大2　　　　　　　　　　　　　　　　一

みそソース　みそ（赤か白）大さじ1

ハチミツ　小さじ％

マヨネーズ大さじ％

水大1
雛作り方

①ごま油をフライパンに熱し＠を入れ、押しつけながら焼く。

②しんなりしたらみそソースを加えてさっと和え、塩・粉山椒

　で味を調える。

磯もっとおいしく

ズッキーニはかぼちゃの仲間でウリ科です。薬膳料理では、ウ

リ科の野菜は寒・涼の性質を持っていて、からだのむくみを緩

和したり湿疹に効果的。糖尿病の人は日頃から食べるといいよ

うです。，

夏にとれるズッキーニには、リフレッシュ効果・利尿効果があ

るため、むくみにもいいですよ。皮ごと食べると高い効果があ

ります。また、ビタミンC・E、べ一夕カロチンを含んでいて、治

癒力を高めます。

フライパン焼きで使う味噌のかわりにテンメンジャンや］チュ

ジャンを使っても、エスニック風でおいしいですよ。
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